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ヘブル人への手紙
1 神は、むかし先祖たちに、預言者たちを通し
て、 多く の部 分に分け、ま た、い ろ い ろ な方
法で語られましたが、

2 この終わりの時には、御子によって、私た
ちに語られました。神は、御子を万物の相続者と
し、また御子によって世界を造られました。

3 御 子は神の栄 光の輝き、ま た神の本 質の完
全な現わ れ で あ り、そ の力あ る み こ と ば に
よって万物を保っておられます。また、罪の
き よ め を成し遂げ て、す ぐ れ て高い所の大 能
者の右の座に着かれました。

4 御子は、御使いたちよりもさらにすぐれた御
名を相続されたように、それだけ御使いよりもまさ
るものとなられました。

5 神は、かつてどの御使いに向かって、こう言わ
れたでしょう。
「あなたは、わたしの子。
きょう、わたしがあなたを生んだ。」
またさらに、
「わたしは彼の父となり、
彼はわたしの子となる。」
6 さらに、長子をこの世界にお送りになると
き、こう言われました。
「神の御使いはみな、彼を拝め。」
7 また御使いについては、
「神は、御使いたちを風とし、
仕える者たちを炎とされる。」
と言われましたが、
8 御子については、こう言われます。
「神よ。あなたの御座は世々限りなく、
あなたの御国の杖こそ、まっすぐな杖です。
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9 あなたは義を愛し、不正を憎まれます。
それゆえ、神よ。あなたの神は、
あふれるばかりの喜びの油を、
あなたとともに立つ者にまして、
あなたに注ぎなさいました。」
10 またこう言われます。
「主よ。あなたは、初めに
地の基を据えられました。
天も、あなたの御手のわざです。
11 これらのものは滅びます。
しかし、あなたはいつまでもながらえられます。
すべてのものは着物のように古びます。
12 あなたはこれらを、外套のように巻かれます。
これらを、着物のように取り替えられます。
しかし、あなたは変わることがなく、
あなたの年は尽きることがありません。」
13 神は、かつてどの御使いに向かって、こう言わ
れたでしょう。
「わたしがあなたの敵を
あなたの足台とするまでは、
わたしの右の座に着いていなさい。」
14 御使いはみな、仕える霊であって、救いの相続
者となる人々に仕えるため遣わされたのではあり
ませんか。

2
1 ですから、私たちは聞いたことを、ますますし
っかり心に留めて、押し流されないようにしなけれ
ばなりません。

2 もし、御使いたちを通して語られたみことばで
さえ、堅く立てられて動くことがなく、すべての違
反と不従順が当然の処罰を受けたとすれば、

3 私たちがこんなにすばらしい救いをないがし
ろにしたばあい、どうしてのがれることができま
しょう。この救いは最初主によって語られ、それ
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を聞いた人たちが、確かなものとしてこれを私たち
に示し、

4 そのうえ神も、しるしと不思議とさまざま
の力あるわざにより、また、みこころに従って聖
霊が分け与えてくださる賜物によってあかしされま
した。

5 神は、私たちがいま話している後の世を、御
使いたちに従わせることはなさらなかったのです。

6 むしろ、ある個所で、ある人がこうあかしして
います。
「人間が何者だというので、
これをみこころに留められるのでしょう。
人の子が何者だというので、
これを顧みられるのでしょう。
7 あなたは、彼を、
御使いよりも、しばらくの間、低いものとし、
彼に栄光と誉れの冠を与え、
8 万物をその足の下に従わせられました。」
万物を彼に従わせたとき、神は、彼に従わないも
のを何一つ残されなかったのです。それなのに、
今でもなお、私たちはすべてのものが人間に従わ
せられているのを見てはいません。
9 ただ、御使いよりも、しばらくの間、低くさ
れた方であるイエスのことは見ています。イエス
は、死の苦しみのゆえに、栄光と誉れの冠をお受け
になりました。その死は、神の恵みによって、すべ
ての人のために味わわれたものです。

10 神が多くの子たちを栄光に導くのに、彼ら
の救いの創始者を、多くの苦しみを通して全うされ
たということは、万物の存在の目的であり、また原
因でもある方として、ふさわしいことであったので
す。

11 きよめる方も、きよめられる者たちも、すべ
て元は一つです。それで、主は彼らを兄弟と呼ぶこ
とを恥としないで、こう言われます。



ヘブル人への手紙 2:12 iv ヘブル人への手紙 3:2

12 「わたしは御名を、わたしの兄弟たちに告げよ
う。
教会の中で、わたしはあなたを賛美しよう。」
13 またさらに、
「わたしは彼に信頼する。」
またさらに、
「見よ、わたしと、神がわたしに賜わった子たち
は。」
と言われます。
14 そこで、子たちはみな血と肉とを持っている
ので、主もまた同じように、これらのものをお持ち
になりました。これは、その死によって、悪魔とい
う、死の力を持つ者を滅ぼし、

15 一生涯死の恐怖につながれて奴隷となってい
た人々を解放してくださるためでした。

16 主は御使いたちを助けるのではなく、確か
に、アブラハムの子孫を助けてくださるのです。

17 そういうわけで、神のことについて、あわ
れみ深い、忠実な大祭司となるため、主はすべて
の点で兄弟たちと同じようにならなければなりませ
んでした。それは民の罪のために、なだめがなされ
るためなのです。

18 主は、ご自身が試みを受けて苦しまれたので、
試みられている者たちを助けることがおできになる
のです。

3
1 そういうわけですから、天の召しにあずかっ
ている聖なる兄弟たち。私たちの告白する信仰の使
徒であり、大祭司であるイエスのことを考えなさ
い。

2 モーセが神の家全体のために忠実であったの
と同様に、イエスはご自分を立てた方に対して忠
実なのです。
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3 家よりも、家を建てる者が大きな栄誉を持つの
と同様に、イエスはモーセよりも大きな栄光を受け
るのにふさわしいとされました。

4 家はそれぞれ、だれかが建てるのですが、すべ
てのものを造られた方は、神です。

5 モーセは、しもべとして神の家全体のために忠
実でした。それは、後に語られる事をあかしするた
めでした。

6 しかし、キリストは御子として神の家を忠
実に治められるのです。もし私たちが、確信と、希
望による誇りとを、終わりまでしっかりと持ち続け
るならば、私たちが神の家なのです。

7 ですから、聖霊が言われるとおりです。
「きょう、もし御声を聞くならば、
8 荒野での試みの日に
御怒りを引き起こしたときのように、
心をかたくなにしてはならない。
9 あなたがたの先祖たちは、
そこでわたしを試みて証拠を求め、
四十年の間、わたしのわざを見た。
10 だから、わたしはその時代を憤って言った。
彼らは常に心が迷い、
わたしの道を悟らなかった。
11 わたしは、怒りをもって誓ったように、
決して彼らをわたしの安息にはいらせない。」
12 兄弟たち。あなたがたの中では、だれも悪い不
信仰の心になって生ける神から離れる者がないよ
うに気をつけなさい。
13 「きょう。」と言われている間に、日々互い
に励まし合って、だれも罪に惑わされてかたくなに
ならないようにしなさい。

14 もし最初の確信を終わりまでしっかり保ちさえ
すれば、私たちは、キリストにあずかる者となるの
です。

15 「きょう、もし御声を聞くならば、
御怒りを引き起こしたときのように、
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心をかたくなにしてはならない。」
と言われているからです。
16 聞いていながら、御怒りを引き起こしたの
はだれでしたか。モーセに率いられてエジプト
を出た人々の全部ではありませんか。

17 神は四十年の間だれを怒っておられたので
すか。罪を犯した人々、しかばねを荒野にさらし
た、あの人たちをではありませんか。

18 また、わたしの安息にはいらせないと神が誓わ
れたのは、ほかでもない、従おうとしなかった人た
ちのことではありませんか。

19 それゆえ、彼らが安息にはいれなかったのは、
不信仰のためであったことがわかります。

4
1 こういうわけで、神の安息にはいるための約
束はまだ残っているのですから、あなたがたのう
ちのひとりでも、万が一にもこれにはいれないよう
なことのないように、私たちは恐れる心を持とうで
はありませんか。

2 福音を説き聞かされていることは、私たち
も彼らと同じなのです。ところが、その聞いたみこ
とばも、彼らには益になりませんでした。みことば
が、それを聞いた人たちに、信仰によって、結びつ
けられなかったからです。

3 信じた私たちは安息にはいるのです。
「わたしは、怒りをもって誓ったように、
決して彼らをわたしの安息にはいらせない。」
と神が言われたとおりです。みわざは創世の初め
から、もう終わっているのです。
4 というのは、神は七日目について、ある個
所で、「そして、神は、すべてのみわざを終えて七
日目に休まれた。」と言われました。

5 そして、ここでは、「決して彼らをわたしの安
息にはいらせない。」と言われたのです。
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6 こういうわけで、その安息にはいる人々がま
だ残っており、前に福音を説き聞かされた人々は、
不従順のゆえにはいれなかったのですから、

7 神は再び あ る日を「き ょ う。」と定め て、
長い年月の後に、前に言われたと同じように、ダビ
デを通して、
「きょう、もし御声を聞くならば、
あなたがたの心をかたくなにしてはならない。」
と語られたのです。
8 もしヨシュアが彼らに安息を与えたのであった
ら、神はそのあとで別の日のことを話されることは
なかったでしょう。

9 したがって、安息日の休みは、神の民のために
まだ残っているのです。

10 神の安息にはいった者ならば、神がご自分の
わざを終えて休まれたように、自分のわざを終え
て休んだはずです。

11 ですから、私たちは、この安息にはいるよ
う力を尽くして努め、あの不従順の例にならって落
後する者が、ひとりもいないようにしようではあり
ませんか。

12 神の こ と ば は生き て い て、 力が あ り、
両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨
髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろいろな考え
やはかりごとを判別することができます。

13 造られたもので、神の前で隠れおおせるもの
は何一つなく、神の目には、すべてが裸であり、さ
らけ出されています。私たちはこの神に対して弁
明をするのです。

14 さて、私たちのためには、もろもろの天を通ら
れた偉大な大祭司である神の子イエスがおられるの
ですから、私たちの信仰の告白を堅く保とうではあ
りませんか。

15 私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情でき
ない方ではありません。罪は犯されませんでし
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たが、すべての点で、私たちと同じように、試み
に会われたのです。

16 ですから、私たちは、あわれみを受け、ま
た恵みをいただいて、おりにかなった助けを受ける
ために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませ
んか。

5
1 大祭司はみな、人々の中から選ばれ、神に仕え
る事が ら に つ い て人々 に代わ る者と し て、 任
命を受けたのです。それは、罪のために、ささ
げ物といけにえとをささげるためです。

2 彼は、自分自身も弱さを身にまとっているの
で、無知な迷っている人々を思いやることができる
のです。

3 そしてまた、その弱さのゆえに、民のためだけ
でなく、自分のためにも、罪のためのささげ物をし
なければなりません。

4 まただれでも、この名誉は自分で得るのではな
く、アロンのように神に召されて受けるのです。

5 同様に、キリストも大祭司となる栄誉を自
分で得られたのではなく、彼に、
「あなたは、わたしの子。
きょう、わたしがあなたを生んだ。」
と言われた方が、それをお与えになったのです。
6 別の個所で、こうも言われます。
「あなたは、とこしえに、
メルキゼデクの位に等しい祭司である。」
7 キリストは、人としてこの世におられたとき、
自分を死から救うことのできる方に向かって、
大きな叫び声と涙とをもって祈りと願いをささ
げ、そしてその敬虔のゆえに聞き入れられまし
た。
8 キリストは御子であられるのに、お受けになっ
た多くの苦しみによって従順を学び、
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9 完全な者とされ、彼に従うすべての人々に対し
て、とこしえの救いを与える者となり、

10 神によって、メルキゼデクの位に等しい大祭
司ととなえられたのです。

11 この方について、私たちは話すべきことをたく
さん持っていますが、あなたがたの耳が鈍くなって
いるため、説き明かすことが困難です。

12 あなたがたは年数からすれば教師になってい
なければならないにもかかわらず、神のことばの初
歩をもう一度だれかに教えてもらう必要があるので
す。あなたがたは堅い食物ではなく、乳を必要とす
るようになっています。

13 まだ乳ばかり飲んでいるような者はみな、
義の教えに通じてはいません。幼子なのです。

14 しかし、堅い食物はおとなの物であって、
経験によって良い物と悪い物とを見分ける感覚を訓
練された人たちの物です。

6
1 ですから、私たちは、キリストについての初
歩の教えをあとにして、成熟を目ざして進もうでは
ありませんか。死んだ行ないからの回心、神に対す
る信仰、

2 きよめの洗いについての教え、手を置く儀
式、死者の復活、とこしえのさばきなど基礎的なこ
とを再びやり直したりしないようにしましょう。

3 神がお許しになるならば、私たちはそうすべき
です。

4 一度光を受けて天からの賜物の味を知り、聖
霊にあずかる者となり、

5 神のすばらしいみことばと、後にやが
て来る世の力とを味わったうえで、

6 しかも堕落してしまうならば、そういう人々
をもう一度悔い改めに立ち返らせることはできませ
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ん。彼らは、自分で神の子をもう一度十字架にかけ
て、恥辱を与える人たちだからです。

7 土地は、その上にしばしば降る雨を吸い込ん
で、これを耕す人たちのために有用な作物を生じる
なら、神の祝福にあずかります。

8 しかし、いばらやあざみなどを生えさせるな
ら、無用なものであって、やがてのろいを受け、つ
いには焼かれてしまいます。

9 だが、愛する人たち。私たちはこのように言い
ますが、あなたがたについては、もっと良いこと
を確信しています。それは救いにつながることで
す。

10 神は正しい方であって、あなたがたの行な
いを忘れず、あなたがたがこれまで聖徒たち
に仕え、また今も仕えて神の御名のために示したあ
の愛をお忘れにならないのです。

11 そこで、私たちは、あなたがたひとりひとり
が、同じ熱心さを示して、最後まで、私たちの希
望について十分な確信を持ち続けてくれるように切
望します。

12 それは、あなたがたがなまけずに、信仰と忍
耐によって約束のものを相続するあの人たちに、な
らう者となるためです。

13 神は、アブラハムに約束されるとき、ご自分よ
りすぐれたものをさして誓うことがありえないた
め、ご自分をさして誓い、

14 こう言われました。「わたしは必ずあなたを祝
福し、あなたを大いにふやす。」

15 こうして、アブラハムは、忍耐の末に、約束の
ものを得ました。

16 確かに、人間は自分よりすぐれた者をさし
て誓います。そして、確証のための誓いというもの
は、人間のすべての反論をやめさせます。

17 そこで、神は約束の相続者たちに、ご計
画の変わらないことをさらにはっきり示そう
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と思い、誓いをもって保証されたのです。
18 それは、変えることのできない二つの事がら
によって、――神は、これらの事がらのゆえに、
偽ることができません。――前に置かれている望み
を捕えるためにのがれて来た私たちが、力強い励ま
しを受けるためです。

19 この望みは、私たちのたましいのために、安
全で確かな錨の役を果たし、またこの望みは幕の内
側にはいるのです。

20 イエスは私たちの先駆けとしてそこにはいり、
永遠にメルキゼデクの位に等しい大祭司となられま
した。

7
1 このメルキゼデクは、サレムの王で、すぐ
れて高い神の祭司でしたが、アブラハムが王たち
を打ち破って帰るのを出迎えて祝福しました。

2 またアブラハムは彼に、すべての戦利品の十
分の一を分け ま し た。ま ず彼は、そ の名を訳す
と義の王であり、次に、サレムの王、すなわち平
和の王です。

3 父もなく、母もなく、系図もなく、その生
涯の初め も な く、い の ち の終わ り も な く、
神の子に似た者とされ、いつまでも祭司として
とどまっているのです。

4 その人がどんなに偉大であるかを、よく考え
てごらんなさい。族長であるアブラハムでさえ、
彼に一番良い戦利品の十分の一を与えたのです。

5 レビの子らの中で祭司職を受ける者たちは、自
分もアブラハムの子孫でありながら、民から、すな
わち彼らの兄弟たちから、十分の一を徴集するよう
にと、律法の中で命じられています。

6 ところが、レビ族の系図にない者が、アブラハ
ムから十分の一を取って、約束を受けた人を祝福し
たのです。
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7 いうまでもなく、下位の者が上位の者から祝
福されるのです。

8 一方では、死ぬべき人間が十分の一を受けてい
ますが、他のばあいは、彼は生きているとあかしさ
れている者が受けるのです。

9 また、いうならば、十分の一を受け取るレビで
さえアブラハムを通して十分の一を納めているので
す。

10 というのは、メルキゼデクがアブラハムを出
迎えたときには、レビはまだ父の腰の中にいたから
です。

11 さて、もしレビ系の祭司職によって完全に到
達できたのだったら、――民はそれを基礎として律
法を与えられたのです。――それ以上何の必要があ
って、アロンの位でなく、メルキゼデクの位に等し
いと呼ばれる他の祭司が立てられたのでしょうか。

12 祭司職が変われば、律法も必ず変わらなければ
なりませんが、

13 私た ち が今ま で論じ て来た そ の方は、 祭
壇に仕える者を出したことのない別の部族に属して
おられるのです。

14 私たちの主が、ユダ族から出られたことは明ら
かですが、モーセは、この部族については、祭
司に関することを何も述べていません。

15 もしメルキゼデクに等しい、別の祭司が立てら
れるのなら、以上のことは、いよいよ明らかになり
ます。

16 その祭司は、肉についての戒めである律法には
よらないで、朽ちることのない、いのちの力によっ
て祭司となったのです。

17 この方については、こうあかしされています。
「あなたは、とこしえに、
メルキゼデクの位に等しい祭司である。」
18 一方で、前の戒めは、弱く無益なために、廃
止されましたが、
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19 ――律 法は何 事も全う し な か っ た の で
す。――他方で、さらにすぐれた希望が導き入れら
れました。私たちはこれによって神に近づくので
す。

20 また、そのためには、はっきりと誓いがなされ
ています。

21 ――彼らのばあいは、誓いなしに祭司となる
のですが、主のばあいには、主に対して次のよう
に言われた方の誓いがあります。
「主は誓ってこう言われ、
みこころを変えられることはない。
『あなたはとこしえに祭司である。』」――
22 そのようにして、イエスは、さらにすぐれた契
約の保証となられたのです。
23 また、彼らのばあいは、死ということがあるた
め、務めにいつまでもとどまることができず、大ぜ
いの者が祭司となりました。

24 しかし、キリストは永遠に存在されるのであっ
て、変わることのない祭司の務めを持っておられま
す。

25 したがって、ご自分によって神に近づく人々
を、完全に救うことがおできになります。キリスト
はいつも生きていて、彼らのために、とりなしをし
ておられるからです。

26 また、このようにきよく、悪も汚れもなく、
罪人から離れ、また、天よりも高くされた大祭司こ
そ、私たちにとってまさに必要な方です。

27 ほかの大祭司たちとは違い、キリストには、ま
ず自分の罪のために、その次に、民の罪のために毎
日いけにえをささげる必要はありません。というの
は、キリストは自分自身をささげ、ただ一度でこの
ことを成し遂げられたからです。

28 律法は弱さを持つ人間を大祭司に立てますが、
律法のあとから来た誓いのみことばは、永遠に全う
された御子を立てるのです。
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8
1 以上述べたことの要点はこうです。すなわ
ち、私たちの大祭司は天におられる大能者の御
座の右に着座された方であり、

2 人間が設けたのではなくて、主が設けられた真
実の幕屋である聖所で仕えておられる方です。

3 すべて、大祭司は、ささげ物といけにえとをさ
さげるために立てられます。したがって、この大
祭司も何かささげる物を持っていなければなりませ
ん。

4 もしキリストが地上におられるのであったら、
決して祭司とはなられないでしょう。律法に従って
ささげ物をする人たちがいるからです。

5 その人たちは、天にあるものの写しと影と
に仕えているのであって、それらはモーセが幕
屋を建てようとしたとき、神から御告げを受けたと
おりのものです。神はこう言われたのです。「よ
く注意しなさい。山であなたに示された型に従っ
て、すべてのものを作りなさい。」

6 しかし今、キリストはさらにすぐれた務め
を得られました。それは彼が、さらにすぐれた約
束に基づいて制定された、さらにすぐれた契約の仲
介者であるからです。

7 もしあの初めの契約が欠けのないものであった
なら、後のものが必要になる余地はなかったでしょ
う。

8 しかし、神は、それに欠けがあるとして、こ
う言われたのです。
「主が、言われる。
見よ。日が来る。
わたしが、イスラエルの家やユダの家と
新しい契約を結ぶ日が。
9 それは、わたしが彼らの先祖たちの手を引い
て、
彼らをエジプトの地から導き出した日に
彼らと結んだ契約のようなものではない。
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彼らがわたしの契約を守り通さないので、
わたしも、彼らを顧みなかったと、
主は言われる。
10 それらの日の後、わたしが、
イスラエルの家と結ぶ契約は、これであると、
主が言われる。
わ た し は、わ た し の律 法を彼ら の思い
の中に入れ、
彼らの心に書きつける。
わたしは彼らの神となり、
彼らはわたしの民となる。
11 また彼らが、おのおのその町の者に、
また、おのおのその兄弟に教えて、
『主を知れ。』と言うことは決してない。
小さい者から大きい者に至るまで、
彼らはみな、わたしを知るようになるからであ
る。
12 なぜなら、わたしは彼らの不義にあわれみをか
け、
もはや、彼らの罪を思い出さないからである。」
13 神が新しい契約と言われたときには、初めの
ものを古いとされたのです。年を経て古びたもの
は、すぐに消えて行きます。

9
1 初めの契約にも礼拝の規定と地上の聖所とがあ
りました。

2 幕 屋が設け ら れ、そ の前 部の所に は、 燭
台と机と供えのパンがありました。聖所と呼ば
れる所です。

3 また、第二の垂れ幕のうしろには、至聖
所と呼ばれる幕屋が設けられ、

4 そこには金の香壇と、全面を金でおおわれた契
約の箱があり、箱の中には、マナのはいった金のつ
ぼ、芽を出したアロンの杖、契約の二つの板があり
ました。
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5 また、箱の上には、贖罪蓋を翼でおおってい
る栄光のケルビムがありました。しかしこれらに
ついては、今いちいち述べることができません。

6 さて、これらの物が以上のように整えられ
た上で、前の幕屋には、祭司たちがいつもはいっ
て礼拝を行なうのですが、

7 第二の幕屋には、大祭司だけが年に一度だけは
いります。そのとき、血を携えずにはいるようなこ
とはありません。その血は、自分のために、また、
民が知らずに犯した罪のためにささげるものです。

8 これによって聖霊は次のことを示しておられま
す。すなわち、前の幕屋が存続しているかぎり、ま
ことの聖所への道は、まだ明らかにされていないと
いうことです。

9 この幕屋はその当時のための比喩です。それ
に従って、ささげ物といけにえとがささげられます
が、それらは礼拝する者の良心を完全にすることは
できません。

10 それらは、ただ食物と飲み物と種々の洗い
に関するもので、新しい秩序の立てられる時ま
で課せられた、からだに関する規定にすぎないから
です。

11 しかしキリストは、すでに成就したすばらし
い事がらの大祭司として来られ、手で造った物でな
い、言い替えれば、この造られた物とは違った、さ
らに偉大な、さらに完全な幕屋を通り、

12 また、やぎと子牛との血によってではな
く、ご自分の血によって、ただ一度、まことの聖
所にはいり、永遠の贖いを成し遂げられたのです。

13 もし、やぎと雄牛の血、また雌牛の灰を汚れ
た人々に注ぎかけると、それがきよめの働きをし
て肉体をきよいものにするとすれば、

14 まして、キリストが傷のないご自身を、と
こしえの御霊によって神におささげになったそ
の血は、どんなにか私たちの良心をきよめて死ん
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だ行ないから離れさせ、生ける神に仕える者とする
ことでしょう。

15 こういうわけで、キリストは新しい契約の仲介
者です。それは、初めの契約のときの違反を贖うた
めの死が実現したので、召された者たちが永遠の資
産の約束を受けることができるためなのです。

16 遺言には、遺言者の死亡証明が必要です。
17 遺言は、人が死んだとき初めて有効になるので
あって、遺言者が生きている間は、決して効力はあ
りません。

18 したがって、初めの契約も血なしに成立したの
ではありません。

19 モーセは、律法に従ってすべての戒めを民全
体に語って後、水と赤い色の羊の毛とヒソプとのほ
かに、子牛とやぎの血を取って、契約の書自体に
も民の全体にも注ぎかけ、

20 「これは神があなたがたに対して立てられた契
約の血である。」と言いました。

21 また彼は、幕屋と礼拝のすべての器具にも同
様に血を注ぎかけました。

22 それで、律法によれば、すべてのものは血によ
ってきよめられる、と言ってよいでしょう。また、
血を注ぎ出すことがなければ、罪の赦しはないので
す。

23 ですから、天にあるものにかたどったもの
は、これらのものによってきよめられる必要があ
りました。しかし天にあるもの自体は、これよりも
さらにすぐれたいけにえで、きよめられなければな
りません。

24 キリストは、本物の模型にすぎない、手で造っ
た聖所にはいられたのではなく、天そのものにはい
られたのです。そして、今、私たちのために神の御
前に現われてくださるのです。

25 それも、年ごとに自分の血でない血を携えて聖
所にはいる大祭司とは違って、キリストは、ご自
分を幾度もささげることはなさいません。
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26 もしそうでなかったら、世の初めから幾度も苦
難を受けなければならなかったでしょう。しかしキ
リストは、ただ一度、今の世の終わりに、ご自身を
いけにえとして罪を取り除くために、来られたので
す。

27 そして、人間には、一度死ぬことと死後にさば
きを受けることが定まっているように、

28 キリストも、多くの人の罪を負うために一度、
ご自身をささげられましたが、二度目は、罪を負う
ためではなく、彼を待ち望んでいる人々の救いのた
めに来られるのです。

10
1 律法には、後に来るすばらしいものの影はあ
っても、その実物はないのですから、律法は、
年ごとに絶えずささげられる同じいけにえによっ
て神に近づいて来る人々を、完全にすることができ
ないのです。

2 もしそれができたのであったら、礼拝する人々
は、一度きよめられた者として、もはや罪を意識し
なかったはずであり、したがって、ささげ物をする
ことは、やんだはずです。

3 ところがかえって、これらのささげ物によっ
て、罪が年ごとに思い出されるのです。

4 雄牛とやぎの血は、罪を除くことができませ
ん。

5 ですから、キリストは、この世界に来て、こ
う言われるのです。
「あなたは、いけにえやささげ物を望まないで、
わたしのために、からだを造ってくださいまし
た。
6 あなたは全焼のいけにえと
罪のためのいけにえとで
満足されませんでした。
7 そこでわたしは言いました。
『さあ、わたしは来ました。
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聖書のある巻に、
わたしについてしるされているとおり、
神よ、あなたのみこころを行なうために。』」
8 すなわち、初めには、「あなたは、いけにえと
ささげ物、全焼のいけにえと罪のためのいけに
え（すなわち、律法に従ってささげられる、いろ
いろの物）を望まず、またそれらで満足されませ
んでした。」と言い、
9 また、「さあ、わたしはあなたのみこころ
を行なうために来ました。」と言われたのです。後
者が立てられるために、前者が廃止されるのです。

10 このみこころに従って、イエス・キリストの
からだが、ただ一度だけささげられたことにより、
私たちはきよめられたものとされているのです。

11 また、すべて祭司は毎日立って礼拝の務めをな
し、同じいけにえをくり返しささげますが、それら
は決して罪を除き去ることができません。

12 しかし、キリストは、罪のために一つの永遠の
いけにえをささげて後、神の右の座に着き、

13 それからは、その敵がご自分の足台となるの
を待っておられるのです。

14 キリストはきよめられる人々を、一つのささ
げ物によって、永遠に全うされたのです。

15 聖霊も私たちに次のように言って、あかしされ
ます。

16 「それらの日の後、わたしが、
彼らと結ぼうとしている契約は、これであると、
主は言われる。
わたしは、わたしの律法を彼らの心に置き、
彼らの思いに書きつける。」
またこう言われます。
17 「わたしは、もはや決して彼らの罪と不法と
を思い出すことはしない。」

18 これらのことが赦されるところでは、罪のため
のささげ物はもはや無用です。
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19 こういうわけですから、兄弟たち。私たち
は、イエスの血によって、大胆にまことの聖所には
いることができるのです。

20 イエスはご自分の肉体という垂れ幕を通して、
私たちのためにこの新しい生ける道を設けてくださ
ったのです。

21 また、私たちには、神の家をつかさどる、こ
の偉大な祭司があります。

22 そのようなわけで、私たちは、心に血の注ぎ
を受けて邪悪な良心をきよめられ、からだをきよ
い水で洗われたのですから、全き信仰をもって、真
心から神に近づこうではありませんか。

23 約束された方は真実な方ですから、私たちは動
揺しないで、しっかりと希望を告白しようではあり
ませんか。

24 また、互いに勧め合って、愛と善行を促すよう
に注意し合おうではありませんか。

25 ある人々のように、いっしょに集まること
をやめたりしないで、かえって励まし合い、か
の日が近づいているのを見て、ますますそうしよう
ではありませんか。

26 もし私たちが、真理の知識を受けて後、こと
さらに罪を犯し続けるならば、罪のためのいけにえ
は、もはや残されていません。

27 ただ、さばきと、逆らう人たちを焼き尽く
す激しい火とを、恐れながら待つよりほかはないの
です。

28 だれでもモーセの律法を無視する者は、
二、三の証人のことばに基づいて、あわれみを受け
ることなく死刑に処せられます。

29 まして、神の御子を踏みつけ、自分をきよ
めた契約の血を汚れたものとみなし、恵みの御
霊を侮る者は、どんなに重い処罰に値するか、考え
てみなさい。

30 私たちは、「復讐はわたしのすることで
ある。わたしが報いをする。」、また、「主がそ
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の民をさばかれる。」と言われる方を知っていま
す。

31 生ける神の手の中に陥ることは恐ろしいことで
す。

32 あなたがたは、光に照らされて後、苦難に会い
ながら激しい戦いに耐えた初めのころを、思い起こ
しなさい。

33 人々の目の前で、そしりと苦しみとを受け
た者もあれば、このようなめに会った人々の仲間に
なった者もありました。

34 あなたがたは、捕えられている人々を思い
やり、また、もっとすぐれた、いつまでも残る財
産を持っていることを知っていたので、自分の財
産が奪われても、喜んで忍びました。

35 ですから、あなたがたの確信を投げ捨ててはな
りません。それは大きな報いをもたらすものなので
す。

36 あなたがたが神のみこころを行なって、約束の
ものを手に入れるために必要なのは忍耐です。

37 「もうしばらくすれば、
来るべき方が来られる。おそくなることはない。
38 わたしの義人は信仰によって生きる。
もし、恐れ退くなら、
わたしのこころは彼を喜ばない。」
39 私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じ
ていのちを保つ者です。

11
1 信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えな
いものを確信させるものです。

2 昔の人々はこの信仰によって称賛されました。
3 信仰によって、私たちは、この世界が神のこと
ばで造られたことを悟り、したがって、見えるもの
が目に見えるものからできたのではないことを悟る
のです。
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4 信仰によって、アベルはカインよりもすぐれ
たいけにえを神にささげ、そのいけにえによっ
て彼が義人であることの証明を得ました。神が、
彼のささげ物を良いささげ物だとあかししてくださ
ったからです。彼は死にましたが、その信仰によっ
て、今もなお語っています。

5 信仰によって、エノクは死を見ることのないよ
うに移されました。神に移されて、見えなくなり
ました。移される前に、彼は神に喜ばれていること
が、あかしされていました。

6 信仰がなくては、神に喜ばれることはでき
ません。神に近づく者は、神がおられることと、
神を求める者には報いてくださる方であることと
を、信じなければならないのです。

7 信仰によって、ノアは、まだ見ていない事が
らについて神から警告を受けたとき、恐れかしこ
んで、その家族の救いのために箱舟を造り、その箱
舟によって、世の罪を定め、信仰による義を相続す
る者となりました。

8 信仰によって、アブラハムは、相続財産と
して受け取るべき地に出て行けとの召しを受けたと
き、これに従い、どこに行くのかを知らないで、
出て行きました。

9 信仰によって、彼は約束された地に他国人のよ
うにして住み、同じ約束をともに相続するイサクや
ヤコブとともに天幕生活をしました。

10 彼は、堅い基礎の上に建てられた都を待ち望ん
でいたからです。その都を設計し建設されたの
は神です。

11 信仰によって、サラも、すでにその年を過ぎ
た身であるのに、子を宿す力を与えられました。彼
女は約束してくださった方を真実な方と考えたから
です。

12 そこで、ひとりの、しかも死んだも同様のアブ
ラハムから、天の星のように、また海べの数えきれ
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ない砂のように数多い子孫が生まれたのです。
13 これらの人々はみな、信仰の人々として死にま
した。約束のものを手に入れることはありませんで
したが、はるかにそれを見て喜び迎え、地上では旅
人であり寄留者であることを告白していたのです。

14 彼らはこのように言うことによって、自分の故
郷を求めていることを示しています。

15 もし、出て来た故郷のことを思っていたのであ
れば、帰る機会はあったでしょう。

16 しかし、事実、彼らは、さらにすぐれた故郷、
すなわち天の故郷にあこがれていたのです。それゆ
え、神は彼らの神と呼ばれることを恥となさいませ
んでした。事実、神は彼らのために都を用意してお
られました。

17 信仰によって、アブラハムは、試みられたとき
イサクをささげました。彼は約束を与えられていま
したが、自分のただひとりの子をささげたのです。

18 神は ア ブ ラ ハ ム に対し て、 「イ サ ク か
ら出る者があなたの子孫と呼ばれる。」と言われた
のですが、

19 彼は、神には人を死者の中からよみがえらせ
ることもできる、と考えました。それで彼は、死
者の中からイサクを取り戻したのです。これは型で
す。

20 信仰によって、イサクは未来のことについ
て、ヤコブとエサウを祝福しました。

21 信仰によって、ヤコブは死ぬとき、ヨセ
フの子どもたちをひとりひとり祝福し、また自
分の杖のかしらに寄りかかって礼拝しました。

22 信仰によって、ヨセフは臨終のとき、イスラエ
ルの子孫の脱出を語り、自分の骨について指図しま
した。

23 信仰によって、モーセは生まれてから、両
親によって三か月の間隠されていました。彼らはそ
の子の美しいのを見たからです。彼らは王の命令を
も恐れませんでした。
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24 信仰によって、モーセは成人したとき、パロ
の娘の子と呼ばれることを拒み、

25 はかない罪の楽しみを受けるよりは、むし
ろ神の民とともに苦しむことを選び取りました。

26 彼は、キリストのゆえに受けるそしりを、エジ
プトの宝にまさる大きな富と思いました。彼は報い
として与えられるものから目を離さなかったので
す。

27 信仰によって、彼は、王の怒りを恐れな
いで、エジプトを立ち去りました。目に見えな
い方を見るようにして、忍び通したからです。

28 信仰によって、初子を滅ぼす者が彼らに触れる
ことのないように、彼は過越と血の注ぎとを行ない
ました。

29 信仰によって、彼らは、かわいた陸地を行くの
と同様に紅海を渡りました。エジプト人は、同じよ
うにしようとしましたが、のみこまれてしまいまし
た。

30 信仰によって、人々が七日の間エリコの城の周
囲を回ると、その城壁はくずれ落ちました。

31 信仰によって、遊女ラハブは、偵察に来た人た
ちを穏やかに受け入れたので、不従順な人たちとい
っしょに滅びることを免れました。

32 これ以上、何を言いましょうか。もし、ギデオ
ン、バラク、サムソン、エフタ、またダビデ、サム
エル、預言者たちについても話すならば、時が足り
ないでしょう。

33 彼らは、信仰によって、国々を征服し、正し
いことを行ない、約束のものを得、ししの口をふさ
ぎ、

34 火の勢いを消し、剣の刃をのがれ、弱い者なの
に強くされ、戦いの勇士となり、他国の陣営を陥れ
ました。

35 女たちは、死んだ者をよみがえらせていただ
きました。またほかの人たちは、さらにすぐれたよ
みがえりを得るために、釈放されることを願わない
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で拷問を受けました。
36 また、ほかの人たちは、あざけられ、むち
で打たれ、さらに鎖につながれ、牢に入れられるめ
に会い、

37 ま た、 石で打た れ、 試み を受け、の こ
ぎ り で引か れ、 剣で切り殺さ れ、 羊や や ぎ
の皮を着て歩き回り、 乏し く な り、 悩ま さ れ、
苦しめられ、

38 ――この世は彼らにふさわしい所ではありませ
んでした。――荒野と山とほら穴と地の穴とをさま
よいました。

39 この人々はみな、その信仰によってあかしされ
ましたが、約束されたものは得ませんでした。

40 神は私たちのために、さらにすぐれたものを
あらかじめ用意しておられたので、彼らが私たち
と別に全うされるということはなかったのです。

12
1 こういうわけで、このように多くの証人たち
が、雲のように私たちを取り巻いているのですか
ら、私たちも、いっさいの重荷とまつわりつく罪と
を捨てて、私たちの前に置かれている競走を忍耐を
もって走り続けようではありませんか。

2 信仰の創始者であり、完成者であるイエス
から目を離さないでいなさい。イエスは、ご自
分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをもの
ともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座され
ました。

3 あなたがたは、罪人たちのこのような反
抗を忍ばれた方のことを考えなさい。それは、あな
たがたの心が元気を失い、疲れ果ててしまわないた
めです。

4 あなたがたはまだ、罪と戦って、血を流すま
で抵抗したことがありません。

5 そして、あなたがたに向かって子どもに対する
ように語られたこの勧めを忘れています。
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「わが子よ。
主の懲らしめを軽んじてはならない。
主に責められて弱り果ててはならない。
6 主はその愛する者を懲らしめ、
受け入れるすべての子に、
むちを加えられるからである。」
7 訓練と思って耐え忍びなさい。神はあなたがた
を子として扱っておられるのです。父が懲らしめ
ることをしない子がいるでしょうか。
8 もしあなたがたが、だれでも受ける懲らしめ
を受けていないとすれば、私生子であって、ほんと
うの子ではないのです。

9 さらにまた、私たちには肉の父がいて、私たち
を懲らしめたのですが、しかも私たちは彼らを敬っ
たのであれば、なおさらのこと、私たちはすべて
の霊の父に服従して生きるべきではないでしょう
か。

10 なぜなら、肉の父親は、短い期間、自分が良い
と思うままに私たちを懲らしめるのですが、
霊の父は、私たちの益のため、私たちをご自分のき
よさにあずからせようとして、懲らしめるのです。

11 すべての懲らしめは、そのときは喜ばしい
ものではなく、かえって悲しく思われるものです
が、後になると、これによって訓練された人々に平
安な義の実を結ばせます。

12 ですから、弱った手と衰えたひざとを、まっす
ぐにしなさい。

13 また、あなたがたの足のためには、まっすぐ
な道を作りなさい。足なえの人も関節をはずすこと
のないため、いやむしろ、いやされるためです。

14 すべての人との平和を追い求め、また、きよめ
られることを追い求めなさい。きよくなければ、だ
れも主を見ることができません。

15 そのためには、あなたがたはよく監督して、だ
れも神の恵みから落ちる者がないように、また、
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苦い根が芽を出して悩ましたり、これによって多く
の人が汚されたりすることのないように、

16 また、不品行の者や、一杯の食物と引き替え
に自分のものであった長子の権利を売ったエサウの
ような俗悪な者がないようにしなさい。

17 あなたがたが知っているとおり、彼は後になっ
て祝福を相続したいと思ったが、退けられました。
涙を流して求めても、彼には心を変えてもらう余
地がありませんでした。

18 あなたがたは、手でさわれる山、燃える火、黒
雲、暗やみ、あらし、

19 ラッパの響き、ことばのとどろきに近づいてい
るのではありません。このとどろきは、これを聞い
た者たちが、それ以上一言も加えてもらいたくない
と願ったものです。

20 彼らは、「たとい、獣でも、山に触れるもの
は石で打ち殺されなければならない。」というそ
の命令に耐えることができなかったのです。

21 また、その光景があまり恐ろしかったので、モ
ーセは、「私は恐れて、震える。」と言いました。

22 しかし、あなたがたは、シオンの山、生け
る神の都、天にあるエルサレム、無数の御使いたち
の大祝会に近づいているのです。

23 また、天に登録されている長子たちの教会、万
民の審判者である神、全うされた義人たちの霊、

24 さらに、新しい契約の仲介者イエス、それ
に、アベルの血よりもすぐれたことを語る注ぎかけ
の血に近づいています。

25 語っておられる方を拒まないように注意し
なさい。なぜなら、地上においても、警告を与え
た方を拒んだ彼らが処罰を免れることができな
かったとすれば、まして天から語っておられ
る方に背を向ける私たちが、処罰を免れることがで
きないのは当然ではありませんか。

26 あのときは、その声が地を揺り動かしまし
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たが、このたびは約束をもって、こう言われま
す。「わたしは、もう一度、地だけではなく、
天も揺り動かす。」

27 この「もう一度」ということばは、決し
て揺り動かされることのないものが残るために、す
べての造られた、揺り動かされるものが取り除かれ
ることを示しています。

28 こういうわけで、私たちは揺り動かされない御
国を受けているのですから、感謝しようではあり
ませんか。こうして私たちは、慎みと恐れとをもっ
て、神に喜ばれるように奉仕をすることができるの
です。

29 私たちの神は焼き尽くす火です。

13
1 兄弟愛をいつも持っていなさい。
2 旅人をもてなすことを忘れてはいけません。こ
うして、ある人々は御使いたちを、それとは知らず
にもてなしました。

3 牢につながれている人々を、自分も牢にいる気
持ちで思いやり、また、自分も肉体を持っているの
ですから、苦しめられている人々を思いやりなさ
い。

4 結婚がすべての人に尊ばれるようにしなさい。
寝床を汚してはいけません。なぜなら、神は不品
行な者と姦淫を行なう者とをさばかれるからです。

5 金銭を愛する生活をしてはいけません。い
ま持っているもので満足しなさい。主ご自身がこ
う言われるのです。「わたしは決してあなたを離れ
ず、また、あなたを捨てない。」

6 そこで、私たちは確信に満ちてこう言います。
「主は私の助け手です。私は恐れません。
人間が、私に対して何ができましょう。」
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7 神のみことばをあなたがたに話した指導者たち
のことを、思い出しなさい。彼らの生活の結末をよ
く見て、その信仰にならいなさい。

8 イエス・キリストは、きのうもきょうも、いつ
までも、同じです。

9 さまざまの異なった教えによって迷わされては
なりません。食物によってではなく、恵みによっ
て心を強めるのは良いことです。食物に気を取られ
た者は益を得ませんでした。

10 私たちには一つの祭壇があります。幕屋で仕え
る者たちには、この祭壇から食べる権利がありませ
ん。

11 動物の血は、罪のための供え物として、大祭
司によって聖所の中まで持って行かれますが、から
だは宿営の外で焼かれるからです。

12 ですから、イエスも、ご自分の血によって民を
きよめるために、門の外で苦しみを受けられまし
た。

13 ですから、私たちは、キリストのはずかしめ
を身に負って、宿営の外に出て、みもとに行こうで
はありませんか。

14 私たちは、この地上に永遠の都を持っているの
ではなく、むしろ後に来ようとしている都を求めて
いるのです。

15 ですから、私たちはキリストを通して、賛美の
いけにえ、すなわち御名をたたえるくちびるの果
実を、神に絶えずささげようではありませんか。

16 善を行なうことと、持ち物を人に分けることと
を怠ってはいけません。神はこのようないけにえ
を喜ばれるからです。

17 あなたがたの指導者たちの言うことを聞き、ま
た服従しなさい。この人々は神に弁明する者であっ
て、あなたがたのたましいのために見張りをして
いるのです。ですから、この人たちが喜んでそのこ
とをし、嘆いてすることにならないようにしなさ
い。そうでないと、あなたがたの益にならないから
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です。
18 私たちのために祈ってください。私たちは、
正しい良心を持っていると確信しており、何事につ
いても正しく行動しようと願っているからです。

19 また、もっと祈ってくださるよう特にお願い
します。それだけ、私があなたがたのところ
に早く帰れるようになるからです。

20 永 遠の契 約の血に よ る羊の大 牧 者、私た
ち の主イ エ ス を死 者の中か ら導き出さ れ た平
和の神が、

21 イエス・キリストにより、御前でみこころにか
なうことを私たちのうちに行ない、あなたがたがみ
こころを行なうことができるために、すべての良い
ことについて、あなたがたを完全な者としてくださ
いますように。どうか、キリストに栄光が世々限り
なくありますように。アーメン。

22 兄弟たち。このような勧めのことばを受けてく
ださい。私はただ手短に書きました。

23 私たちの兄弟テモテが釈放されたことをお知ら
せします。もし彼が早く来れば、私は彼といっしょ
にあなたがたに会えるでしょう。

24 すべてのあなたがたの指導者たち、また、すべ
ての聖徒たちによろしく言ってください。イタリヤ
から来た人たちが、あなたがたによろしくと言って
います。

25 恵みが、あなたがたすべてとともにありますよ
うに。
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